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研究成果の概要（和文）：　本萌芽研究では、「視覚障碍者自身がバーコードを利活用する」という目的を達成するた
め、(1)端末の改良，(2)パッケージの工夫，(3)情報の充実を並行して行った。
　(1)は、バーコード発見の画像処理アルゴリズム，賞味期限を読み上げるスキャナ，現状の携帯で使用可能な読み取
り補助具を開発した。(2)は、製造コストの増加なしに位置特定を可能とする手法の実証と、デザインガイドの配布を
行った。(3)は調理法とアレルゲンなどの付加情報を管理可能とした。
　蝕知パッケージは2014年後半に実際に市場に登場することが内定しており、これにあわせて試作システムを手直しし
て順次公開し、成果を一般に還元する予定である。

研究成果の概要（英文）：To help visually-impaired people to utilize printed barcode for product identifica
tion, this research realized improvement of (1) equipments, (2) packages, and (3) provided product informa
tion.
(1) includes: image processing algorithm for barcode localization, mobile terminal that speaks best-before
-date, and jigs for barcode scanning; (2) includes a new tactile package without additional production cos
t, package design guide; (3) includes additional data management such as cooking instructions and allergen
s.
The tactile packages are scheduled to be appeared on the real market in latter half of 2014. Experimental 
system will be improved and released at the time.
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
 申請者らは、視覚障碍者が自らバーコード
をスキャンすることで人の目を借りずに商
品名を知ることを可能とする大規模な取り
組みを進めている (図 1) 。申請者らが開発し
無償で公開しているクライアントソフト
Barcode-Talker (図 2) でバーコードをスキャ
ンすると、申請者らのサーバが商品情報を送
り返し、クライアントが規則音声合成で発声
する。商品は約 340 万アイテムが読み上げ可
能で、日々約 1,500 アイテムの新製品情報が
登録されている。ADL (Activity of Daily 
Living) としての商品識別には視覚障碍者の
関心がきわめて高い (図 3) 。 
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図 1: Barcode-Talker の概要 

図 2: Barcode-Talker (左: PC 版，右: 携帯版) 

図 3. Twitter 検索 

 バーコードは、パッケージ印刷と同時に追
加コスト 0 でマーキングできるというコスト
合理性を有するためあらゆるメーカに受け
入れられ流通しているが、視覚障碍者自身が
スキャンすることは当然容易でない。申請者
らは視覚障碍者のバーコード利活用に必要
となる情報技術およびその周辺技術を明ら
かにし、公的に整備すべき実用的枠組みのリ
ファレンスモデルを確立する。 
 
２．研究の目的 
 視覚障碍者の商品識別には、マーキング面
や向きを問わない電波式読み取りの IC タグ 
(RFID) が明らかに適しており、この普及のた

めの研究を推進する方向もありうる。しかし、
単価の低い日用品に普及するのは少なく見
積もっても十数年以上先 (協力者である流通
システム開発センター主任研究員) のことに
なる。 
 携帯カメラで撮影した画像をサーバに送
信し、画像解析により商品を特定する方法も
考え得る。しかし、Google Goggle などでも 1
枚の画像解析を行うためには数分を要する
うえ、視覚に頼らず撮影を行う場合パッケー
ジ正面を捉えている保証はなく、パッケージ
を回転させながら何枚も撮影しサーバに送
信する手法は視覚障碍者の商品識別手段と
しては現実的ではない。 
 本研究では、「視覚障碍者自身がバーコー
ドを利活用する」という目的を達成するため、
(1) 端末の改良 [文献 1,2,3.4] ，(2) パッケージの
工夫 [5,6] ，(3) 情報の充実 [7,8] を並行して行
う。 
(1) 端末の改良 携帯電話は商品識別のため
の端末として簡便であるが、内蔵 CMOS カメ
ラは、アイリスが小さいこととローリングシ
ャッタ機構を採用しているため原理的に動
きに弱く、虫めがねのように動かしながらバ
ーコードを探すことは困難である。しかし、
像がブレてバーコードがデコードできなく
とも、画像処理によってバーコード「らしい」
ことがわかれば、音を鳴らしていちど手を止
めてもらう 2 段階方式により読み取りができ
るようになる可能性がある。バイブレータを
用い、バーコード上空で「引っかかり感」を
出すアイディアもありうる。現在入手できる 
(あるいは予算規模によっては特注品も含め) 
スキャナや携帯端末をベースに読み取りの
改良に挑戦する。 
(2) パッケージの工夫 携帯電話による読み
取りは、バッテリライフとの兼ね合いで、画
像処理を無闇に高速にすることが難しい。位
置がある程度特定できれば読み取りは容易
になるが、厚盛り印刷，紫外線硬化インクな
どの特殊印刷により触知加工をするために
は追加コストが伴い、メーカの広い支持が得
にくい。申請者らは量産コストを増やさずに
バーコードの位置把握を可能とする方式を
すでに提案している [5,6] 。大手印刷会社の包
装専士と共同で、各種パッケージの試作とメ
ーカへの提案に挑戦する。 
(3) 情報の充実 流通が IC タグに移行し、視
覚障碍者の読み取りが容易になった時代に
なってはじめて、「実は視覚障碍者が必要と
しているデータがない」という事態は避けた
い。申請者らは、ここまでの運用を通じ、た
とえばカップ麺や冷凍食品の調理法の提供
を求める声を数多く受けている。これらにつ
いては、協力者である生活協同組合おおさか
パルコープと共同で一部商品の情報を提供
し有用性を実証しており [7.8] 、これを広く食
品加工業界の協力を得て整備する。とともに
他の必須情報の調査・試行を通じて有用性を
検証し、業界に整備を呼び掛けることで、IC



タグ時代につながるノウハウとする。従って、
バーコード時代にこの挑戦を行っておくこ
とには大きな意義がある。 
 申請者らは IT システムの改良を軸足に据
えてはいるが、それに留まらず、デザイン・
印刷・パッケージング業界，食品業界などと
水平横断的に実用化に向け挑戦することが
最大の特徴であり、本研究を通じて得られる
公的に整備すべき実用的枠組みのリファレ
ンスモデルが成果となる。視覚障碍者がバー
コードを実用的に活用するという試みは、挑
戦的萌芽研究以外では達成しがたい。 
 
３．研究の方法 
 前項 (1) ～(3) の 3 つは、戦略的に行わな
ければならない。平成 24 年度は、前任校の
静岡大学内で稼働している Barcode-Talker サ
ーバを筑波大学内でも稼働させ、2 地点化す
る。この際、運用を通じてすでに判明してい
る拡張項目については、あらかじめ盛り込ん
でサーバソフトを設計・実装する。また、す
でに必須であることが判明している調理
法・アレルゲンデータベースの整備を行うと
ともに、他のデータ種別に関してもニーズ調
査および有用性の調査を行う。あわせて、パ
ッケージについても現在検討が最も進んで
いる紙箱から試作および評価に着手する。平
成 25 年度は、平成 24 年度中に改良を進めた
端末の評価を行うとともに、柱状・袋状包装
についても、前年評価を受け設計と試作を行
う。構築したシステムは研究期間終了後も運
用を続け、成果を還元する。 
 まず、申請者の現在の勤務先である筑波大
学内に新たに Barcode-Talker サーバを整備す
る。根幹となる JAN コード (バーコード) の
データベースは通産省所管の流通システム
開発センターの協力によって提供を受けて
おり、クラックによるデータ漏洩を防止する
ため、契約に基づき 2 層構造にしてある、DB
サーバをプライベート空間に置き、さらに
SQL のストアドプロシジャを用いて不正な
検索を制限することで安全を担保している 

[4] 。このサーバの処理性能を向上したものを
筑波大に構築する。 

 (1) ～(3) の 3 つは、並行して推進する。 
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図 4. プロジェクトの 3 つの柱 

(1) 端末の改良 
【平成 24 年度】端末は、読み取り性能およ
び情報交換機能の改善を行う。これは (3)，

(2) とともに並行して行い、次年度前期まで
にいくつかのプロトタイプを完成させる。情
報交換機能とは、たまたま登録されていない
データや、食べ方のコツ (汁が出るので注意、
など) といった、データベースに存在しない
データをユーザ間の互助で補える機能であ
る。ユーザが新しい種類の情報をリクエスト
したり、手持ちの情報を提供できる仕組みを
Barcode-Talker に持たせ、ニーズの吸い上げを
行う。ここで吸い上げられたニーズは、(3) の
データの充実に活かされる。読み取り性能の
改善については、携帯電話のファームウェア
には手を入れることができないため、PC 上
の画像処理で模擬的に行う。あわせて、据え
置き用と割り切って高速高性能のスキャナ
を使い、携帯電話で読めるシールに変換する 
[7,8] 方式が家庭用として有効かどうかも検討
する。 
【平成 25 年度】携帯電話は持ち運びが手軽
であることから、商品識別のデバイスとして
は捨てきれない。携帯カメラによる撮像では、
バーコードを読むためにパッケージから携
帯を浮かせなければならないことが距離感
をつかみにくく問題となっているから、東芝
モバイルディスプレイのインプット・ディス
プレイ，シャープの光センサー内蔵システム
液晶など、液晶画面が面スキャナになる入力
デバイスを用いた接触方式など、高性能のス
キャンエンジンを携帯電話に内蔵すること
の可能性について積極的に取り扱う。 
(2) パッケージの工夫 
【平成 24 年度】パッケージは、箱，袋 (自立
するもの/しないもの) ，柱などに分類できる。
申請者らは、量産コストを増やさずにバーコ
ードの位置把握を可能とするいくつかの方
式 [5,6] をすでに提案している。大日本印刷包
装事業部ユニバーサルデザイン開発室の包
装専士に協力を求め、現在もっとも検討が進
んでいる紙箱からパッケージの試作に着手
する。視覚に障碍のある参加者に評価協力を
求めることはもちろん、箱の組み立てや強度
への影響など、製造・流通面からも特質を多
面的に分析する。 
【平成 25 年度】箱製品については平成 24 年
度の評価結果をとりまとめ、メーカに対する
公開提案を行う。また、柱状，袋状包装につ
いても、これと親和性の高いかたちでパッケ
ージの設計ならびに試作を行う。 
(3) データの充実 
【平成 24 年度】筑波大学内にサーバを構築
する際、現在までの取り組みであらかじめ必
要性がわかっている調理法データベースを
「調理法・アレルゲンデータベース」として
DBMS に作り込んでおく (アレルゲンをあわ
せて格納できるようにしておくのは、より切
実な情報を抱き合わせることで、メーカにデ
ータの提供を促しやすくしたり、将来、厚労
省，消費者庁などで公的にデータベース整備
事業を立ち上げやすくする意図である) 。 
【平成 25 年度】データの入力がいつまでも



手打ちでは、次々と登場する新製品に追従で
きない。協力メーカが増え、実績と信頼を得
たのちに、JAN コードデータベースがそうし
ているように、電子的データ提供への移行を 
(交換フォーマットを含め) メーカとともに
検討する。また、吸い上げたニーズに対して
有用性が期待できるものは、メーカに協力を
求めるなどしてデータセットを部分的に用
意し、その有用性の評価を行い提言への根拠
とする。 
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４．研究成果 
 本萌芽研究を通じて得られた (1) 端末の
改良，(2) パッケージの工夫，(3) データの充
実 について、それぞれ成果を示す。 
 なお、(2) のパッケージについては、大手
印刷会社の協力により、2014 年度後半に、実
際に市場に登場することが内定している。こ
れにあわせて、試作ソフトウェアを手直しし
て順次公開し、成果を一般に還元していく予
定である。 
(1) 端末の改良 
 バーコードの位置がわからない問題につ
いて、東芝，シャープ等が製造している液晶
パネル内蔵型 (インセル) スキャナが新モデ

ルの iPhone に内蔵されるという情報を得て、
これを利用した液晶画面の接触スキャンが
有望であると考えていた。しかしこれは研究
期間内に発売されることはなく、パネル評価
用の開発キットも入手できるようにはなら
なかった。 
 これと並行して検討していたのが、携帯カ
メラを用いた現実的な非接触スキャン方式
である。これは、パッケージにきわめて近い
距離で虫メガネのように走査することによ
り、バーコードを発見し鳴動する。ここで手
を止めて浮かせていくとバーコードを読み
取る方式である。実際のスマートフォンで撮
影したムービーをもとに、このようなスキャ
ン方式の可能性を検討した。 
 このスキャン方式での入力画像は、物体の
至近で一次操作を行うため入力画像はバー
コード全体をとらえておらず、フォーカスも
合っておらず、かつ歪んでいるという性質を
持っている。このため、Hough 変換でバーを
検出したあとデコードし、チェックディジッ
トの合致でバーコードでないものをふるい
落とすという一般的なバーコード認識アル
ゴリズムが使用できない。 
 提案者らは、入力画像を 45°ごとに 4 方向
で微分したのち、グリッド分割して直行成分
の相関を求めることでバーコード「らしきも
の」を的確に検出するロジックを実現した 
(図 5) 。 

図 5. 携帯カメラの走査による検出 

 鮮鋭でないボケ画像から、商品説明の部分
には反応せず、バーコード部分を検出するこ
とができている。現在、速度的には PC 上で
ようやく動作しているが、コードを最適化し
て携帯電話に搭載することにより、パッケー
ジ至近を操作して「バーコードのありか」を
知ることができるようになると考えられる。
ありかがわかれば、そのポイントで距離を浮



かしてバーコードを読み取ることができる
ようになるため、この 2 段階方式は視覚障碍
者自身のスキャンにはきわめて有効である
と考えている。 

 また、これらとも並行して、視覚障碍者自
身から需要の高い賞味期限の読み上げにつ
いて、試作機を作成し、展示会への参考出展
を行った (図 6) 。 

図 6. 文字認識による賞味期限の読み上げ 

 位置決めのむつかしさから視覚障碍者自
身のスキャンは困難であったが、バーコード
の至近に賞味期限を印刷するパッケージの
工夫により、バーコードをマーカ代わりに賞
味期限の自動読み取りを行える可能性が示
された。 

 さらに、現行の携帯電話での読み取りを容
易にするため、おおさかパルコープの協力を
得て、折り畳み式の読み取り補助具を作成し
た。これにより、視覚障碍者自身のスキャン
の読み取り性能が劇的に向上できることが
示された (図 7) 。 

図 7. 文字認識による賞味期限の読み上げ 

(2) パッケージの工夫 
 紙箱のプレス工程で、押し罫と同時にエン
ボスを形成することで、量産コストを増やさ
ずにバーコードの位置を蝕知可能とする冒
頭のアイディアに基づくパッケージを、大手
印刷会社と実際に開発した。 
 実験では、バーコードの周囲にエンボス枠
を設けるもの，バーコード全体をデボスにす
るもの，バーコードの周囲にデボス枠を設け
るもの，バーコード全体をデボス加工するも
の 4 種類を用意した。当事者らによる評価で
は、この順に蝕知が容易であることがわかっ

た。 
 次に、製造面から、プレス型のイニシャル
コストを下げるためには、この評価結果とは
逆に、雌型を形成しなくてよいデボス加工の
ほうが有利であることがわかった。この凹凸
の矛盾を解消するため、大手印刷会社の協力
で、雌型を形成せずにエンボス加工を行う手
法およびエンボス形状を編み出し、実用の目
途をつけることができた。このパッケージは
PACK SHOW 2013 に出展され (図 8) 、日本
パッケージングコンテストで JAPAN STAR
賞を獲得した。2014 年度後半より実際の市販
製品に採用されることが内定した。 

図 8. 量産コストの増加を伴わない蝕知加工 

 また、パウチ製品，缶・PET ボトル飲料，
カップ麺などについても、量産コストの増加
を伴わないマーキング手法を提案し、製品デ
ザインガイドとしてまとめ、展示会での配布
を行った。 
(3) データの充実 
 筑波大学内に、これまでの Barcode-Talker
サーバの機能に加えて、アレルゲンおよび調
理方法を商品と紐付けて管理できるサーバ
を構築した (現在のところ、ストックしたデ
ータを一般に供する許諾はまだ得ていない) 。 
 また、この機能に試験的に対応するテスト
版の Barcode-Talker を試作し、Android スマー
トフォン (らくらくスマートフォン プレミ
アム) に実装した (図 9) 。らくらくスマート
フォン版は、DoCoMo 主催のスマートフォン
講習会でデモンストレーションを行った。 

図 9. スマートフォン版 Barcode-Talker 
 
 本萌芽研究では、さまざまな試作と出展を
繰り返すことで、視覚に障碍のある当事者の



ニーズを反映した開発ができた。2014 年度後
半に市販品として登場するパッケージにあ
わせ、試作ソフトウェアを手直しして順次公
開し、成果を一般に還元していく予定である。 
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